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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

人
生
最
後
の
一
秒
ま
で
一
緒
に
頑
張
ろ
う
！

十
月
十
一
日
、
大
山
街
道
ふ
る
さ
と
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、

当
会
の
定
例
集
会
で
、
今
月
レ
ダ
基
地
か
ら
帰
国
し
た
中
田
所
長
、

大
和
田
氏
、
吉
本
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
報
告
を
し
ま
し
た
。

中
田
所
長
は
「
パ
ラ
グ
ア
イ
人
も
行
か
な
い
よ
う
な
、
『
見
捨

て
ら
れ
た
地
』
に
福
地
を
建
設
し
、
地
球
環
境
問
題
と
世
界
人
類

の
食
糧
問
題
に
解
決
策
を
提
示
す
る
理
念
と
目
標
が
、
こ
の
十
六

年
の
地
道
な
活
動
を
通
し
て
実
体
化
し
て
き
ま
し
た
。
開
拓
の
初

期
に
は
私
た
ち
の
活
動
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
人
々
も
、
今
日
、

私
た
ち
を
見
る
目
が
百
八
十
度
変
わ
り
ま
し
た
。
特
に
パ
ラ
グ
ア

イ
に
理
想
郷
の
実
現
を
夢
見
て
入
植
し
た
日
系
や
メ
ノ
ー
教
団
の

人
々
は
、
レ
ダ
に
お
け
る
活
動
の
真
価
を
よ
く
分
か
っ
て
く
れ
る

よ
う
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。
そ
し
て
日
系
人
で
企
画
作
成
の
専

門
家
の
協
力
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
「
レ
ダ
総
合
開
発
計
画(

試
案)

」

を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
し
て

優
れ
た
体
裁
を
備
え
て
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
の
教

材
と
し
て
活
用
で
き
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
内
外
の
智
恵
を
結
集

す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
目
指
す
福
地
実
現
理
想
が
い
っ
そ
う
具

現
化
し
、
多
く
の
人
々
と
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

所
長
は
「
日
本
は
、
優
し
さ
、
繊
細
な
感
性
、
勤
勉
、
正
直
、

創
意
、
奉
仕
の
精
神
な
ど
、
素
晴
し
い
資
質
を
備
え
て
い
ま
す
。

難
問
に
苦
し
む
世
界
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
国
で
す
。
逆
に
日
本

が
破
綻
し
た
ら
、
世
界
人
類
は
救
わ
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
」
「
皆

さ
ん
、
夢
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

レ
ダ
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
限
ら

れ
た
人
生
を
、
最
後
の
一
秒
ま

で
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」

と
熱
い
心
を
語
り
ま
し
た
。

大
和
田
氏
は
、
豚
ラ
ン
ド
の

老
朽
車
両
が
過
酷
な
状
態
で
走
っ

て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
車

両
の
為
の
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
吉
本
氏
は
滞
在
中
に
撮
影

し
て
き
た
多
く
の
写
真
を
用
い
、

最
新
の
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

パンタナール開発プロジェクトの報告と展望を語る中田実レダ基地所長（10月11日、定例集会にて、大山街道ふるさと館）

レダ基地での活動を報告をする大和田氏

中田所長、大和田氏、

吉本氏が帰国報告



★
大
和
田
法
生
（
の
り
お
）
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Ｑ

レ
ダ
で
は
何
を
担
当
し
て
い
ま
す
か
？

Ａ

①
レ
ダ
で
働
く
労
働
者
と
日
本
人
メ
ン
バ
ー
に
人
数
分
の

肉(

一
人
一
食
一
〇
〇
ｇ×

三
食
分)

を
供
給
、
米
や
パ
ス
タ
も

一
人
一
食
一
〇
〇
ｇ×

三
食
分
供
給
。
②
炊
事
、
掃
除
担
当
の

現
地
の
女
性
労
働
者
を
監
督
、
必
要
な
指
示
を
与
え
る
。
③
夕

方
、
食
塩
、
醤
油
、
食
用
油
、
乾
物
や
台
所
用
品
等
食
当
の
要

望
に
応
じ
て
提
供
。
④
施
設
の
解
錠
、
施
錠
、
及
び
朝
晩
の
ゴ

キ
ブ
リ
退
治
。
⑤
労
働
者
が
使
用
す
る
際
の
工
具
類
の
貸
し
出

し
、
返
却
の
チ
ェ
ッ
ク
。
⑥
来
客
用
の
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
。

Ｑ

レ
ダ
で
最
も
苦
心
し
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ

同
じ
作
業
と
向
き
合
い
、

毎
日
い
か
に
新
鮮
な
気
持

ち
で
取
り
組
め
る
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

Ｑ

将
来
の
抱
負
を
語
っ
て

く
だ
さ
い
。

Ａ

自
分
に
与
え
ら
れ
た
仕

事
を
い
か
に
喜
ん
で
行
え

る
よ
う
に
な
る
か
、
と
い

う
こ
と
で
す
。

Ｑ

日
本
滞
在
中
に
、
ど
ん

な
こ
と
を
し
た
い
で
す
か
？

Ａ

時
間
に
し
ば
ら
れ
な
い

環
境
で
、
い
か
に
能
率
良

く
行
え
る
か
、
そ
の
た
め

に
、
プ
ラ
ス
と
な
る
材
料

を
入
手
す
る
こ
と
。

Ｑ

日
本
の
支
援
者
の
方
々

に
一
言
何
で
も
ど
う
ぞ
。

Ａ
日
頃
の
関
心
と
応
援
、

ご
支
援
に
感
謝
す
る
と
共

に
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層

関
心
を
寄
せ
て
頂
き
、
レ

ダ
で
歩
む
メ
ン
バ
ー
と
心

情
一
体
化
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

授乳するユーゲン君は、カピバラのパパ。 パクーの養殖池に石灰を撒いて消毒する。

滝川君が釣った、念願の初ドラド。

パクーをたくさん釣った北中氏（右）。

パラグアイ川で釣ったパクーを手に。

養殖池でパクーの追い込み作業を手伝う。

あなたといつまでもいたいワン。

¡Viva Leda!

豚ランドは可愛い仔豚がいっぱい。

大物釣りに挑戦する吉本氏。

仲睦まじい大和田夫妻。（レダ基地大食堂）



★
シ
ロ
キ
ツ
ツ
キ

白
を
基
調
と
し
た
キ
ツ
ツ
キ
は
、
パ
ン
タ
ナ
ー

ル
に
来
て
初
め
て
見
た
。
庭
先
に
も
し
ば
し
ば

や
っ
て
来
て
、
ア
セ
ロ
ラ
の
完
熟
果
を
啄
ば
ん

だ
り
す
る
。
キ
ツ
ツ
キ
ら
し
く
垂
直
の
幹
に
も

止
ま
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
キ
ツ
ツ
キ
の
よ

う
に
、
ド
ラ
ミ
ン
グ
調
で
木
を
つ
つ
く
の
は
、

ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
。

赤
や
黒
を
基
調
と
し
た
キ
ツ
ツ
キ
は
、
人
家

か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
ド
ラ
ミ
ン
グ
を
し
て
い

る
の
が
聞
こ
え
る
。
彼
ら
が
庭
先
に
来
る
こ
と

は
珍
し
い
が
、
人
間
が
危
険
で
な
い
と
知
れ
ば

少
し
ず
つ
接
近
し
て
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
野

生
の
獣
や
鳥
は
、
一
度
で
も
驚
か
す
と
、
信
頼

の
回
復
に
は
長
い
年
月
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

野
鳥
が
人
家
の
近
く
に
や
っ
て
来
る
の
は
、

ど
ん
な
場
合
だ
ろ
う
か
？
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
で
今

ま
で
見
て
き
た
限
り
で
は
、
次
の
ケ
ー
ス
が
考

え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
私
の
仮
説
で
あ
る
。

①
人
間
が
大
し
て
危
険
で
な
い
こ
と
を
学
ん

だ
（
タ
カ
、
ト
キ
）
②
食
物
の
誘
引
力
が
強
い

（
コ
ウ
カ
ン
チ
ョ
ウ
、
カ
ラ
カ
ラ
）
③
気
が
強
い
（
タ

イ
ラ
ン
チ
ョ
ウ
、
タ
ゲ
リ
）
④
人
家
の
近
く
が
よ
り
安

全
だ
と
知
っ
て
い
る
（
ス
ズ
メ
、
ツ
バ
メ
）
⑤
そ
の
他

（
怪
我
、
病
気
、
ほ
か
の
場
合
）

シ
ロ
キ
ツ
ツ
キ
は
、
③
気
が
強
い
部
類
の
よ
う
だ
。

あ
る
日
、
三
羽
の
シ
ロ

キ
ツ
ツ
キ
が
、
軒
下
の

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
襲

撃
し
た
。
巣
は
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
大
、
ス
ズ
メ
バ

チ
は
子
育
て
の
真
っ
最

中
だ
っ
た
。
ハ
チ
の
巣

は
風
雨
に
は
耐
え
る
も

の
の
、
鳥
の
く
ち
ば
し

に
か
か
れ
ば
簡
単
に
壊

れ
て
し
ま
う
。
シ
ロ
キ
ツ
ツ
キ
た
ち
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ

の
大
切
な
幼
虫
を
次
か
ら
次
へ
と
ほ
じ
り
出
し
て
食
べ

る
。
怒
っ
た
ス
ズ
メ
バ
チ
た
ち
が
逆
襲
す
る
が
、
シ
ロ

キ
ツ
ツ
キ
た
ち
は
全
く
平
気
な
様
子
。
遠
慮
な
く
巣
を

壊
し
て
は
、
ハ
チ
の
子
を
む
さ
ぼ
り
続
け
る
。

当
地
に
は
ス
ズ
メ
バ
チ
、
ミ
ツ
バ
チ
、
ほ
か
様
々
な

ハ
チ
類
が
棲
ん
で
い
る
が
、
先
住
民
で
す
ら
毒
蛇
や
ア

リ
と
並
ん
で
最
も
恐
れ
る
の
が
ハ
チ
の
巣
で
あ
る
。
藪

や
茂
み
の
中
で
う
っ
か
り
触
れ
で
も
し
た
ら
、
悲
惨
な

目
に
あ
う
。
私
は
こ
の
シ
ロ
キ
ツ
ツ
キ
た
ち
の
予
期
せ

ぬ
行
動
を
唖
然
と
し
て
眺
め
て
い
た
。
と
う
と
う
ス
ズ

メ
バ
チ
の
巣
は
全
壊
し
、
そ
の
破
片
だ
け
が
無
残
に
地

上
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
だ
け
と
な
っ
た
。
シ
ロ
キ
ツ
ツ

キ
た
ち
は
去
っ
て
行
っ
た
。
ス
ズ
メ
バ
チ
た
ち
は
悔
し

そ
う
に
巣
の
残
骸
の
周
り
を
飛
ん
で
い
た
が
、
や
が
て

ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

自
然
界
に
は
天
敵
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
人
間
た
ち

が
恐
れ
る
ス
ズ
メ
バ
チ
だ
が
、
そ
の
天
敵
が
ち
ゃ
ん
と

い
た
の
だ
。
と
こ
ろ
で
人
間
の
天
敵
は
何
な
の
だ
ろ
う
。

あ
る
長
老
は
「
自
分
自
身
だ
」
と
答
え
た
。

（
キ
ツ
ツ
キ
目

キ
ツ
ツ
キ
科

シ
ロ
キ
ツ
ツ
キ
）
（
小
田
記
）

パンタナールの生きものたちと出会って（3）

パンタナール体験者インタビュー (第1回)

養殖分野で貢献したい!
Ｑ.レダに行きた
いと思った理由は
何ですか？
Ａ.レダに行けば
生きた体験と学び
ができると感じた
からです。レダで
養殖したパクーの
稚魚の写真を文先
生がご覧になり、
「私がやりたかっ
たことだ！」と仰っ
てサインされたと
聞き、養殖で貢献
していきたい私に

とって、レダしかないと確信しました。
Ｑ.レダに行って、一番印象的だったことは何ですか？
Ａ.自分の持っている知識や経験を人々のために活か
すことができればと、常日頃から思っていました。こ
れが天が私に与えたその機会であると感じたからです。
Ｑ.レダで、心に残る出会いがありましたか？
Ａ.アクアポニクスという養殖方法に出会えたこと。
あと、もうひとつは、理想の福地、世界平和地球村を
ゼロから建設するという、とんでもなく面白そうなビ
ジョンがあったことです。
Ｑ.レダに行って、意外に思ったことはありますか？
Ａ.専門知識や技術を何にも持っていない素人集団の
先生方が、立派な建物を建て、パクーを完全養殖させ
ていることにかなり驚きました。そして、養殖分野で
は、絶対に先生方に負けたくないと思いました。その
当時、1年の自分には、養殖分野でレダに行っても、
貢献できることが何もないことに、かなりショックを
受けたけど、おかげで生半可な知識や技術じゃ必要と
されないことを思い知ることができました。
Ｑ.レダから日本に帰って、思ったことは何ですか？
Ａ.自分は何を学び、養殖の中でもどんな専門分野の
道に行くのか?を必死に考え悶え続けながら、あと少
しで、自分の専門分野が見えてきそうなところです。

奥迫孝顕 第13回国際協力青年奉仕
隊員 鮮文大学校水産生命医学科 3年



第
十
三
回
環
境
問
題
研
究
会
を
開
催

十
月
十
一
日
、
午
後
二
時
よ
り
、
大
山
街
道
ふ
る
さ

と
館
に
お
い
て
、
第
十
三
回
環
境
問
題
学
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
講
師
は
中
世
基
督
教
哲
学
者
の
八
木
雄
二

先
生
。
テ
ー
マ
は
「
地
球
に
自
然
を
返
す
た
め
に
＝
自

然
環
境
に
感
謝
の
心
で
接
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
」
。
ご
自
身
が
理
事
長
を
務
め
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

東

京
港
グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
よ
る
「
野
鳥
公
園
」

の
活
動
な
ど
の
実
体
験
に
基
き
、
自
然
の
営
み
と
人
間

の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
極
め
て
根
源
的
な
内
容
を
、
フ

ラ
ン
ク
に
、
か
つ
明
快
な
論
理
で
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
約
五
十
名
。
講
義
の
後
は
質
疑
応
答
、
全
員

で
の
記
念
撮
影
、
著
書
の
紹
介
、
サ
イ
ン
会
等
が
あ
り
、

午
後
四
時
過
ぎ
、
大
き
な
拍
手
の
中
に
閉
会
し
ま
し
た
。

聴
講
メ
モ：

人
間
が
自
然
界
に
手
を
出
す
と
必
ず
自
然

を
破
壊
す
る
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
考
え
方
は
、
正

し
い
と
は
言
え
な
い
。
自
然
に
は
、
人
間
の
手
で
手
伝

え
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
間
の
生
活
圏
か
ら
排

除
さ
れ
た
動
物
た
ち
（
猿
、
鹿
、
猪

ほ
か
）
が
や
っ
て
く
れ
て
い
た
こ
と

を
人
間
が
真
似
し
て
為
す
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
繁
り
過
ぎ
た
枝
葉
や

草
を
、
植
物
が
程
よ
く
生
長
し
、
繁

殖
す
る
よ
う
に
切
っ
た
り
刈
っ
た
り

す
る
こ
と
。
動
物
も
植
物
も
食
べ
る

こ
と
と
食
べ
ら
れ
る
こ
と
の
両
方
が

必
要
で
、
そ
れ
を
為
す
た
め
の
智
恵

が
備
わ
っ
て
い
る
。
人
が
自
然
を
手

伝
う
に
は
、
全
身
全
霊
を
も
っ
て
生

命
総
体
の
智
恵
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
。

人
間
は
生
命
を
い
た
だ
い
て
生
き
て

い
る
が
、
生
命
そ
の
も
の
に
代
価
を

払
う
こ
と
は
考
え
も
し
な
い
。
生
命

を
い
た
だ
く
こ
と
に
涙
す
る
ほ
ど
の

感
謝
の
心
を
持
っ
て
、
食
べ
物
を
か

み
締
め
、
そ
し
て
自
然
に
恩
返
し
を

す
べ
き
で
あ
る
。
（
小
田
記
）
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岩崎ビル４Ｆ

電話: ０４４－８２９－２８２１
FAX: ０４４－８２９－２８２０

ゆうちょ銀行（旧一般会員会費納入）
記号１０２８０ 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会
メールアドレスが変わっております！

(新) E-メール: office@asd-nsa.com
(新) ホームページ: http://asd-nsa.com

第
九
回
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
特
別
研
修
会
ご
案
内

第
九
回
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
特
別
研
修
会
を
、
左
記

の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
地
域
に
お

け
る
人
間
と
動
植
物
の
理
想
郷
を
目
指
す
福
地
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
そ
の
活
動
を
通
し
て
得
ら
れ
た
知
識
と

経
験
を
共
有
し
、
開
拓
精
神
を
相
続
し
ま
し
ょ
う
。

日
時:

二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
一
日
（
土
）

十
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分
（
十
時
よ
り
受
付
）

会
場:

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

国
際
交
流
棟
（
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
神
園
町
三
−
一
）

小
田
急
線
参
宮
橋
駅
か
ら
徒
歩
七
分
。
バ
ス
利
用
の

場
合
は
、
渋
谷
駅
西
口
（
14
番
）
ま
た
は
新
宿
駅
西
口

（
16
番
）
よ
り
代
々
木
五
丁
目
下
車
、
目
の
前
が
正
門
。

参
加
費:

二
〇
〇
〇
円
（
昼
食
を
含
む
）
当
日
受
付
に

て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
（予
定
）

★
提
唱
者
の
思
想
と
私

た
ち-

レ
ダ
開
拓
史：

飯

野
貞
夫
（
当
会
理
事
）

★
こ
こ
ま
で
来
た
！
地

球
環
境
問
題：

高
津
啓

洋
（
地
球
の
緑
を
守
る

会
代
表
理
事
）

★
パ
ラ
グ
ア
イ
・
レ
ダ

に
お
け
る
理
想
郷
建
設：

柴
沼
邦
彦
（
当
会
理
事
）

★
現
地
活
動
体
験
者
の

報
告
（
青
年
）

参
加
の
申
し
込
み
は
、

①
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
②
年
齢
③
性
別
④
住
所
⑤
電
話
番

号
⑥
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
⑦
紹
介
者
を
明
記
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ:

〇
四
四-

八
二
九-

二
八
二
〇
、
ま
た
は

メ
ー
ル:offic

e@
a
sd
-n
sa
.c
o
m

へ
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
〆
切：

十
一
月
十
八
日
（
水
）

八木雄二先生熱心に聴き入る参加者たち（10月11日）

会場となる、オリンピック記念青少年総合センター


